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１                              問題のページへ 

(1) 3: 2 +-= xyR ……①, xyl 2: = ……②の交点は,  

xx 232 =+- , 0322 =-+ xx  

よって, 1,3-=x となり,  
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(2) 直線 txy += 2 ……③と①が異なる 2点で交わる条件は,  

txx +=+- 232 , 0322 =-++ txx ……④ 

④の判別式 0)3(14 ＞--= tD から, 40 ＜＜t となる。 

このとき④の解は, tx -±-= 41 であり, これを ba ,=x )( ba＜ とすると, 

)2,(C t+aa , )2,(D t+bb となることより,  

ttt -×=-=--++-= 452)(5)22()(CD 22 ababab  

また, 54AB = , 原点と直線③の距離は, 
514
tt

=
+

となるので,  

)24(
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2
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すると, 
T
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t
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32
3 +-= tt  

ここで, ts -= 4 とおくと, 40 ＜＜t から 0＜s＜2であり,  

ts -= 42 , 24 st -=  

さらに, )()( st gf = とおくと,  
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32
3 23 ++--= sss  

)443(
32
3)( 2 +--=¢ sssg  

 )2)(23(
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3 +--= ss  

右表より, 
3
2=s のとき, )()( ts fg = は最

大となり, 最大値
9
8をとる。 

 

［解 説］ 
そのまま )( tf ¢ の計算をして )( tf の増減を調べることも可能ですが, 文系と同じく, 

置きかえをしました。 
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２                              問題のページへ 

(1) 03216842 2345 =+++++ zzzzz より, 0)164)(2( 24 =+++ zzz から,  

0)4168)(2( 224 =-+++ zzzz , 0)24)(24)(2( 22 =-++++ zzzzz  

よって, iiz 31,31,2 ±±--=  

(2) (i) 2-=z のとき 

このとき, 023 =+x となり, 整数解は存在しない。 

(ii) iz 31 +-= のとき 
0433 =++ xx , 0)4)(1( 2 =+-+ xxx  

よって, 整数解 1-=x をもつ。 

(iii) iz 31 --= のとき 
0433 =+- xx , 4)3( 2 =- xx ………① 

これより, ①が整数解をもつならば 4 の約数となり, 整数解として 2,1 ±±=x , 

4± の場合を調べればよい。ここで, 43)( 3 +-= xxxf とおくと,  

2)1( =f , 6)1( =-f , 6)2( =f , 2)2( =-f , 56)4( =f , 48)4( -=-f  

よって, 0)( =xf は整数解をもたない。 

(iv) iz 31 += のとき 
0233 =++ xx , 2)3( 2 =-- xx ………② 

これより, ②が整数解をもつならば 2の約数となり, 整数解として 2,1 ±±=x の

場合を調べればよい。ここで, 23)( 3 ++= xxxg とおくと,  

6)1( =g , 2)1( -=-g , 16)2( =g , 12)2( -=-g  

よって, 0)( =xg は整数解をもたない。 

(v) iz 31 -= のとき 
0233 =+- xx , 0)2()1( 2 =+- xx  

よって, 整数解 2,1 -=x をもつ。 

(i)～(v)より, 求める zは, iiz 31,31 -+-=  

 

［解 説］ 

すべての場合をチェックするのは面倒ですが, しかし, それは時間の問題にすぎま

せん。文系に類題が出ています。 
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３                              問題のページへ 

(1) t秒後には, t== BROP , t
2
1CSAQ == より,  

at=OP , ( ) btat
2
1

2
11OQ +-=  

ctbt +-= )1(OR , ( )ct
2
11OS -=  

(2) QS と PR の交点が M なので, まず M は QS 上に

あることより, kを定数として,  

OS)1(OQOM kk -+=  

  ( ) ( )ctkbktatk
2
11)1(

2
1

2
11 --++-=  

また, Mは PR上にあることより, lを定数として,  

OR)1(OPOM ll -+= ctlbtlalt )1()1)(1( -+--+=  

a , b , cは 1次独立なので,  

( ) lttk =-
2
11 ………①, )1)(1(

2
1 tlkt --= ………② 

( ) tltk )1(
2
11)1( -=-- ………③ 

①＋③から, tt =-
2
11 より, 

3
2=t  

①に代入して lk = , ②に代入して 1=+ lk となるので, 
2
1== lk から,  

cba
3
1

6
1

3
1OM ++=  

 

［解 説］ 

よく見かける空間ベクトルの基本問題です。 

O

A

B

C

P

R
Q

SM



2005 名古屋大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2005 －4－ 

4a                              問題のページへ 

(1) 3 秒後に, 1=x であるのは, 1210 ®®® , 1010 ®®® , 1010 ®®-®

のいずれかの場合より,  

( ) qqqqqqp
4
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3 =×-+×+=  

1-=x であるのは, 1010 -®®® , 1010 -®®-® , 1210 -®-®-® の

いずれかの場合より, 

( ) )1(
4
3

2
1)1()1(

2
1)1()1(

2
1)1(

2
3 qqqqqqp -=-+-×-+-×=-  

よって, 
4
3)1()1( 33 =-+ pp  

(2) すべての自然数 n に対して, )()( mpmp nn -+ は q にはよらないことを数学的

帰納法を用いて示す。なお, 0≧m としても一般性を失うことはない。 

(i)  1=n のとき 

1¹m のとき 0)()( 11 =-+ mpmp , 1=m のとき 1)1()1( 11 =-+ pp となり, と

もに qにはよらない。 

(ii) kn = のとき 

)()( mpmp kk -+ は qにはよらないと仮定する。 

1¹m のとき, )1(
2
1)1(

2
1)(1 ++-=+ mpmpmp kkk  

)1(
2
1)1(

2
1)(1 +-+--=-+ mpmpmp kkk  

よって, )()( 11 mpmp kk -+ ++ は,  

{ } { })1()1(
2
1)1()1(

2
1 --++++-+- mpmpmpmp kkkk  

すなわち, この値は qにはよらない。 

1=m のとき, )2(
2
1)0()1(1 kkk ppqp +×=+  

)0()1()2(
2
1)1(1 kkk pqpp -+-=-+  

すると, )1()1( 11 -+ ++ kk pp { })2()2(
2
1)0( -++= kkk ppp  

         { } { })2()2(
2
1)0()0(

2
1 -+++= kkkk pppp  

よって, この値は qにはよらない。 

(i)(ii)より, )()( mpmp nn -+ は qにはよらない。 

(3) 条件から, { })1()1(
2
1)0( 11 -+= -- nnn ppp  

すると, (2)より )0(np は q にはよらないので, 
2
1=q として計算しても構わない。

以下, nを偶奇に場合分けをして, )0(np を求める。 
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(i)  nが偶数のとき 

0=x となるのは, 1だけ増加するのが
2
n回, 1だけ減少するのが

2
n回より,  

( ) ( ) ( )nnn
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nnnp
2
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2
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(ii) nが奇数のとき 

0=x となる場合はないので, 0)0( =np  

 

［解 説］ 

(2)から(3)への連結がポイントです。(2)の結論から q は任意の値を設定してよいの

で, 当然, 
2
1=q とするわけです。 



2005 名古屋大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2005 －6－ 

4b                              問題のページへ 

(1) ( )ò -=
p p
0

)(
2

dxxxI f とし, xt -= p とおくと, dxdt -= から,  
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ここで, )()( xx ff =-p から, ( ) IdtttI -=--= ò
p p
0
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すると, (1)より, ( ) 0)(
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さらに, ux =cos とおくと, dudxx =-sin から,  
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［解 説］ 

置換積分の計算問題です。(1)のわかりやすい誘導があるために, 方針に混乱は生じ

ません。 


